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 ２０２２年度 特別の教育課程の編成方針  

学 校 名 管理機関名 

神戸大学附属小学校 神戸大学 

 

１．特別の教育課程の概要 

   1・2 年生において，領域「せかい」を実施する。目標は，多様なものの見方につな

がる身近な他者との出会いを大切にしながら英語に親しむこととする。また，内容は，

広く世界のあり様に子ども達が触れ合うことを重視する。 

 

２．学校又は地域の特色を生かした特別の教育課程を編成して教育を実施する必要性 

本校が所属する神戸大学では，「開放的で国際性に富む固有の文化の下，『真摯・自由・

協同』の精神を発揮し，人類社会に貢献するため， 普遍的価値を有する『知』を創造す

ると共に，人間性豊かな指導的人材を育成」することを全学の使命と定義しており，教育

憲章においては，全学の教育の目標として，「(1) 人間性の教育」「(2) 創造性の教育」「 (3) 

国際性の教育」「(4) 専門性の教育」の 4 点を明示している。このうち，英語教育と関係

の深い(3)については，「多様な価値観を尊重し，異文化に対する深い理解力を有し，コミ

ュニケーション能力に優れた人間の育成」がめざされている。 

こうした全学の理念に基づき，本校においては，「『グローバルキャリア人』としての基

本的な資質の育成」をミッションとしている。なお，「グローバルキャリア人」とは，「国

際的視野を持ち，未来を切り拓く資質を身に付けた人材」と定義される。また，本校は，

具体的な「めざす子どもの姿」を，「自ら進んで生活を築いていく子ども」「国際的な視野

と広い心を持ち，互いを尊重し合う子ども」「豊かな感性と探究的な思考力を働かせて，

文化を創造していく子ども」としている。 

以上で概見した大学及び本校の理念をふまえ，現行指導要領の 3・4 年生で行う外国語

活動及び 5・6年生で行う教科としての英語に加え，1・2年生から領域「せかい」を実施

し，6年間を通した学びを実践することが，神戸大学の附属校園である本校の求めるグロ

ーバルキャリア人としての基本的な資質の育成に極めて重要である。  

 

３．特例の適用開始日 

２０２２年４月１日～  


